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１．収支決算における重要事項 

 

１）収支決算の報告時期は、事務区分に応じて概ね次のとおりです。 

事務区分 報告時期 報告スケジュール 

非幹事 Ａ 【例：９／末決算の場合】 （３／末決算の場合に限り５月下旬以降となります。） 

 

       ９／末          10／末        11／末        12／末 

      ▲                                    △ 

  決算日            Ａ     Ｂ              給付振替割合 

                                               についてのお知らせ 

  注）決算内容により収支決算報告スケジュールは多少前後いたします。 

副幹事（他生保なし） Ａ 

副幹事（他生保あり） Ｂ 

単独 Ａ 

幹事 Ｂ 

総幹事（他生保なし） Ａ 

総幹事（他生保あり） Ｂ 

 

 

 

２）収支決算に関する書類は２種類あります。（非幹事契約に限り、当社分のみのご報告となります。） 

当社分：確定給付企業年金制度 保険資産に関するご報告（住友生命分） 

生保全体分：確定給付企業年金制度 保険資産に関するご報告 

 

 

 

３）「事業報告書作成用基礎資料［住友生命分］」（２０頁・２１頁）は事業報告書作成のために必要です。 

   財政決算を行なった際は、「事業報告書」「決算に関する報告書」（財政状況に関する決算報告書）を事業主より所轄の地方厚生局宛てに決算日から４ヶ月以

内に提出する必要があります。 

   ＜留意事項＞ 

○住友生命が単独、幹事、または総幹事の契約につきましては、財政状況に関する決算報告書は住友生命にて準備いたします。 

  ただし、住友生命以外の資産管理運用機関がある場合、各資産管理運用機関の決算報告数値をとりまとめていただく必要があります。 

○住友生命が非幹事の契約につきましては、「事業報告書作成用基礎資料［住友生命分］」を住友生命の数値としてご使用ください。 
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４）収支決算内容の主要項目 

   確定給付企業年金制度は時価による評価を行ないますので、住友生命の収支決算内容につきましては「固定資産（保険資産）明細表［住友生命分］」（１１頁）

や「利回り表［住友生命分］」（１８頁）などによりご確認いただきますようお願いいたします。 

（生命保険分の収支決算内容は「固定資産（保険資産）明細表」（２２頁）にてご確認ください。（全て時価により評価しております。）） 

  ＜特に主要な項目＞ 

① 決算時の保険資産残高 

② 利回り‥「長期期待収益率」との比較の観点からも重要です。 

③ 業務委託費 

④ 固有の保険事務費 

 

 

 

５）「給付振替割合についてのお知らせ」（見開きはがき）（２５頁）は給付振替割合適用日の前月下旬に事業主宛て郵送いたし

ます。 

   特別勘定特約を付加しており、給付振替割合を決算結果でご指定されたご契約のみ郵送いたします。 

   決算結果を踏まえた特別勘定の給付振替割合（決算日から３ヶ月経過後より適用する割合）を記載しております。 
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２．収支決算に関する書類の内容 
 

  

 
確定給付企業年金法施行規則第７０条より、保険年度末決算後３ヶ月以内に事業主に届け出る必要があります。 

１．保険料積立金計算明細書[住友生命分] 
  

住友生命がお預かりしている保険料積立金に関する明細書です。 

保険料積立金は当社入出金日基準で計算した簿価で記載しています。保険料・給付金等の収支状況ならびに社員配当金・事務費等を明示することにより 

保険料積立金を確定しご報告するものです。 

 

 

２．配当金について[住友生命分]  ※確定給付企業年金保険（０２）のみ付属する帳票です。 

  

配当金の算出過程につき記載しております。（配当金の有無は問いません。） （※保険料積立金計算明細表[住友生命分]の付属資料） 

 

 

３．固定資産（保険資産）明細表[住友生命分] 
  

保険資産は幹事入出金日基準で計算した時価で記載しています。 

 

［固定資産（保険資産）の増減］ 
掛金・給付金等の収支状況をとりまとめたものです。 

 
［固定資産（保険資産）の明細］ 

保険資産を勘定別に集計したものです。 
 
［運用収益（運用損失）明細表］ 

年金資産の運用結果である保険収益の明細です。 

確定給付企業年金制度 保険資産に関するご報告（住友生命分）について 
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４．付属資料[住友生命分]  

  

業務委託費・固有の保険事務費とそれらに係る消費税等をとりまとめたものです。 

 

 

５．業務委託費計算書[住友生命分] 
  

今年度の住友生命分の業務委託費について算出過程を記載しています。 

 

 

６．固有の保険事務費計算書[住友生命分] 
  

今年度の住友生命分の資産運用手数料について算出過程を記載しています。 

 

 

７．利回り表[住友生命分] 
  

住友生命分の運用収益（運用損失）に関する基礎数値および利回りについての数値をご報告するものです。 

なお、特別勘定特約・新単位口別利率設定特約が付加されている場合には各勘定ごとの利回りを記載しています。 

 

 

８．事業報告書作成用基礎資料[住友生命分] （事業報告書「５．資産運用状況」記載用） 

  

今年度の年金資産についてその資産構成を記載しています。 

 

厚生局宛て提出する事業報告書「５．資産運用状況」に記載する住友生命分数値です。 

⇒当書類は決算手続きにあたって非常に重要となります。 

決算日から４ヶ月以内に厚生局宛て提出する必要があります。 
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生命保険会社がお預かりしている保険資産に関する報告書です。 

１．固定資産（保険資産）明細表 
  

［固定資産（保険資産）の増減］ 
掛金・給付金等の収支状況をとりまとめたものです。 

 
［固定資産（保険資産）の明細］ 

保険資産を勘定別に集計したものです。 
 

［運用収益（運用損失）明細表］ 
年金資産の運用結果である保険収益の明細です。 

 
 
２．消費税額等について 
  

業務委託費・固有の保険事務費とそれらに係る消費税等をとりまとめたものです。 

事業主別内訳も記載しております。複数事業主の場合、各事業主様宛てに金額をご連絡ください。 
 

 
３．各社別利回り表 
  

当年度中にご契約のあった生命保険会社全社の合計分と各社別の収益に関する基礎数値および各利回りについて掲載しています。 
 

確定給付企業年金制度 保険資産に関するご報告について ※住友生命が生命保険会社幹事のご契約のみ 
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３．「保険資産に関するご報告（住友生命分）」の見本と用語の解説 
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用語の解説    （保険料積立金計算明細書[住友生命分]） 

 

[収入項目] 

 

保険年度始保険料積立金 

 

前保険年度社員配当金 

 

掛金 

 

受換金等 

 

 

脱退一時金相当額受入金 

 

費用計上超過額 

 

収益計上不足額 

 

業務経理からの受入金 

 

引受割合変更による受管金 

 

当期運用収益 

 

 

当年度始における保険料積立金（簿価）で、前年度決算の保険年度末保険料積立金と同額になります。 

 

前年度決算において計算され当年度に支払われた社員配当金で、当年度始の保険料積立金に繰入れています。 

 

当年度に拠出された保険料。 

 

他制度から給付の支給に関する権利義務を承継した場合における当該権利義務に係る受換金やポータブルペンションに

よる受換金。 

 

当年度に受け入れた脱退一時金相当額の合計額。 

 

前年度以前に計上した費用のうち、本来は計上すべきではなかったものです。 

 

前年度以前に計上すべき収益のうち、これまで計上していなかったものです。 

 

（規約型においては該当ございません。） 

 

引受割合変更により他の資産管理運用機関から住友生命が受管した積立金額。 

 

一般勘定予定利息＋特別勘定実現損益＋単位口別利率設定特約予定利息。 

 

[支出項目] 

 

年金 

 

一時金 

 

移換金 

 

 

 

 

当年度に支払われた年金給付額。 

 

当年度に支払われた一時金給付額。 

 

他制度へ給付の支給に関する権利義務を移転した場合における当該権利義務に係る移換金やポータブルペンションによ

る移換金。 
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固有の保険事務費 

 

 

運用コンサルティング料 

 

 

業務委託費 

 

 

 

年金財政コンサルティング料 

 

 

年金数理人費 

 

 

特別法人税 

 

費用計上不足額 

 

収益計上超過額 

 

業務会計への繰入金 

 

福祉事業会計への繰入金 

 

引受割合変更による移管金 

 

払戻等控除等 

 

保険年度末保険料積立金 

 

年金資産の管理・運用に関する費用として住友生命がいただく手数料。（資産運用手数料） 

消費税等を含みます。 

 

政令指定法人・投資一任業者以外の投資顧問による運用に関する専門的助言を受けたことによる費用を年金経理から拠

出した場合の手数料。 

 

年金制度を管理する費用として住友生命がいただく手数料。（制度管理手数料） 

消費税等を含みます。 

共同受託契約において住友生命以外の受託会社が請求した業務委託費は「その他支出」に計上します。 

 

生保・信託・政令指定法人による年金財政に関する専門的助言を受けたことによる費用を年金経理から拠出した金額。 

住友生命が副・非幹事の契約においては、年金財政コンサルティング料を「業務委託費等」に計上します。 

 

年金数理人が行った年金数理人業務にかかる費用を年金経理から拠出した金額。 

住友生命が副・非幹事の契約においては、年金数理人費を「業務委託費等」に計上します。 

 

当年度に支払われた特別法人税額。（現在課税凍結中のため、課税されません。） 

 

前年度以前に計上すべき費用のうち、これまで計上していなかったものです。 

 

前年度以前に計上した収益のうち、本来は計上すべきではなかったものです。 

 

（規約型においては該当ございません。） 

 

（規約型においては該当ございません。） 

 

引受割合変更により住友生命から他の資産管理運用機関へ移管された積立金額。 

 

一般勘定主契約や新単位口別利率設定特約の解約や解除に伴い生じる額。 

 

当年度末における保険料積立金（簿価）。 

 

保険料積立金とは、保険料や給付金等の収支を予定利率で計算した一般勘定元利合計と実現損益を含めた特別勘定資

産から保険事務費等を控除した金額です。 
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確定給付企業年金保険（０２）のみ 

付属する帳票です。 
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用語の解説    （固定資産（保険資産）明細表[住友生命分]） 

 

[固定資産（保険資産）の増減] 

 

（１）年度始保険資産 

 

 

 

当年度増加額 

掛金 

受換金等 

脱退一時金相当額受入金 

受入金 

特別収入 

 

当年度減少額 

給付費 

移換金 

業務委託費 

年金財政コンサルティング料 

年金数理人費 

特別法人税 

繰入金 

固有の保険事務費等 

運用コンサルティング料 

特別支出 

  
運用収益・運用損失 

 

 

 

（４）引受割合変更等移受管金 

 

（５）年度末保険資産 

 

 

当年度始における年金経理上の生命保険会社の預かり資産（時価）で、前年度決算の年度末保険資産と同額です。 

（一般勘定年金資産＋特別勘定年金資産（時価）） 

保険料積立金とは相違します。 

 

 

保険料積立金計算明細書（住友生命分）の頁（８頁）参照 

     金額は幹事入出金日基準で計上しているため、保険料積立金計算明細書（当社入出金日基準）の同項目と相違 

する場合があります。 

 

費用計上超過額と収益計上不足額との合計額です。 

 

 

 

 

 

保険料積立金計算明細書（住友生命分）の頁（８・９頁）参照 

     金額は幹事入出金日基準で計上しているため、保険料積立金計算明細書（当社入出金日基準）の同項目と相違 

する場合があります。 

 

 

 

費用計上不足額と収益計上超過額との合計額です。 

 

[運用収益（運用損失）の明細]（１３頁）参照 

「A 一般勘定」・「B 特別勘定特約」の項目ごとに、プラスであれば「運用収益」へ、マイナスであれば「運用損失」へ記載し

ております。 

 

引受割合変更による受管金と移管金との差額を記載しております。 

 

当年度末における年金経理上の生命保険会社の預かり資産（時価）です。 

（年度末保険資産＝年度末保険料積立金＋当年度配当金＋年度末評価損益） 
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[固定資産（保険資産）の明細] 

 

年度末保険資産（時価） 

 一般勘定分 

 特別勘定特約 

 

 

 

年度末保険資産の勘定ごとの内訳です。 

 

 

 
[運用収益（運用損失）の明細] 

 

A 一般勘定    予定利息 

 

 

社員配当金 

 

B 特別勘定特約 実現損益 

 

             

評価損益増減額 

 

運用収益（運用損益） 

 

一般勘定資産、新単位口別利率設定特約資産の日々の残高を予め定められた利率（予定利率）で運用して生じた利息で

す。 

 

予定利息を上回る利差益（配当）です。 

 

特別勘定の各口の運用により発生した収益分配額とユニットの売却（特別勘定からの資金の取崩）時に発生したユニット実

現損益の合計です。 

 

当期末評価損益－前期末評価損益 

 

A 一般勘定と B 特別勘定特約の合計額です。 

 

 
 

未払特別法人税 

 

 

当年度に発生した特別法人税のうち、納付時期が翌年度となるために未払いとなっている当年度の特別法人税です。 

 

    （注）ご契約者様よりお払込いただいた掛金および他の受託会社から回収する給付費等であって、他の受託会社への配布又は支払を完了していない資金がある 

場合は、他業態宛未配布資金として記載されます。未配布資金は住友生命が総幹事で受託しているご契約者様のみ発生する可能性があります。 
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インボイスに係る住友生

命の登録ＮＯ等の情報

を記載しています。 
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 18

 



 19

用語の解説   利回り明細表（住友生命分） 

 

 

a 総合収益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 固有の保険事務費等 

 

c 実質収益（特別法人税控除前） 

 

d 特別法人税 

 

e 実質収益 

 

 

 

 

 

 

 

f 元本平均残高 

 

 

g 保険資産 

 

 

一般勘定：予定利息＋当年度配当金 

新単位口別利率設定特約：予定利息 

特別勘定特約：実現損益＋評価損益増減額 

 ※総合収益に対応する利回りが修正総合利回りになります。 

 

                         総合収益 

    修正総合利回り（％） ＝                  ×  １００ 

                        元本平均残高 

 

 

保険料積立金計算明細書[住友生命分]の頁（９頁）参照。払戻等控除を含みます。 

 

c 実質収益（特別法人税控除前）＝a 総合収益－b 固有の保険事務費等 

 

当年度に発生した特別法人税です。 

 

e 実質収益＝a 総合収益－b 固有の保険事務費等－d 特別法人税 

 

※実質収益に対応する利回りが実質利回りとなります。 

 

                   総合収益 － 固有の保険事務費 － 当年度発生特別法人税 

   実質利回り（％） ＝                                               ×  １００ 

                                 元本平均残高 

 

期中元本積数÷３６５（閏年の場合は３６６） 

 ※決算期間が１年未満の場合についても年換算として算出しております。 

 

保険資産明細表（住友生命分）の「年度末保険資産」と同じです。 
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住友生命が単独の契約

は構成割合を記載して

います。 
共同受託契約はブランク

としております。 
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住友生命が単独の契約

は構成割合を記載して

います。 
共同受託契約はブランク

としております。 
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  ４．「保険資産に関するご報告」の見本 
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複数事業主の場合、各事業主

様宛てに金額をご連絡下さい。 

株式会社 ×××× 
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住友生命以外の受託生保があ

る場合、その生保分の内容も記

載されます。 
各項目の内容につきましては、

「利回り表（住友生命分）」の頁

（１９頁）を参照ください。 

× × 
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５．「給付振替割合についてのお知らせ」（見開きはがき）の見本 
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６．Ｑ＆Ａ 

 

 Ｑ１）「確定給付企業年金制度 保険資産に関するご報告（住友生命分）」の中で、当社入出金日基準による「保険料積立金計算明細書［住友生命分］」と幹事 

入出金日基準による「固定資産（保険資産）明細表［住友生命分］」の数値が異なることがありますか？ 

（特別勘定特約付加契約における簿価表記と時価表記による違いは除く。） 

 

 Ａ１）非幹事契約に限り、元本計上や付利計算を行なう際の基準（前提条件）が相違することにより、同じ計算期間において数値が異なってくるケースがあります。 

○幹事入出金日基準 ‥ 幹事生命保険会社に入金があった日および幹事生命保険会社が支払を行なった日を基準とします。 

財政決算報告書に記載の保険資産においては幹事入出金日基準にて計算しています。 

   ○当社入出金日基準 ‥ 住友生命に入金があった日および住友生命が支払を行なった日を基準とします。 

収支決算の「保険料積立金計算明細書［住友生命分］」のみが当社入出金日基準にて計算しています。 

※９月末決算契約において、９／２７に幹事生命保険会社に入金があり、１０／４に幹事生命保険会社から住友生命に入金があった場合、幹事入出金日基準

では収入として把握するために決算対象となりますが、当社入出金日基準では翌期の決算対象となります。 

 

 Ｑ２）他の受託会社が計算した業務委託費について、住友生命の年金資産から取り崩しされるケースがあるとのことですが、どのような取扱いなのですか？ 

 

 Ａ２）業務委託費の各社年金資産からの負担方法については、契約者と幹事会社との協議によって決められますが給付シェア按分によるものが一般的なようです。 

    したがって、住友生命に給付シェアがある場合、他受託会社が請求した業務委託費について住友生命の年金資産からの取り崩しが発生する場合があります。 

    金額は 「保険料積立金計算明細書［住友生命分］」および「固定資産（保険資産）明細表［住友生命分］」の「その他支出」に計上されます。 

 
 

       ・本資料は信頼性の高い情報に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性に関して責任を負うものではありません。  

       ・本資料に記載されている内容等は、令和 6年 5月時点のものであり、その後の環境・状況の変化により変更することがあります。 


